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木版画摺師　正文堂の仕事



【
資
料
紹
介
一

木

版

画

摺

師

正

文

堂

の

仕

事

【
要
旨
］

し

ょ

う

ぶ

ん

ど

う

当
館
は
平
成
十
八
年
（
二
○
○
六
）
に
、
正
文
堂
と
い
う
屋
号
で
木
版
画
摺

師
業
を
横
浜
市
内
で
昭
和
期
に
営
ん
で
い
た
一
家
か
ら
資
料
を
受
け
入
れ
た
。

資
料
に
は
納
品
さ
れ
な
か
っ
た
製
品
、
版
木
、
道
具
類
が
あ
っ
た
。
製
品
に
は

お
菓
子
な
ど
の
懸
紙
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
、
団
扇
絵
な
ど

日
常
生
活
に
必
要
と
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た

先
に
は
横
浜
市
内
の
商
店
が
多
く
、
そ
の
製
品
は
横
浜
に
あ
っ
た
商
店
の
歴
史

を
語
る
も
の
で
も
あ
る
。
正
文
堂
の
資
料
は
、
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
過
去
の
日

常
生
活
の
場
に
必
要
と
さ
れ
た
木
版
画
製
品
生
産
の
終
焉
期
を
雄
弁
に
語
る

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
未
だ
資
料
整
理
の
途
中
で
は
あ
る
が
、
現
在
ま
で
に
調

査
し
た
こ
と
か
ら
正
文
堂
の
仕
事
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

幸
－
ワ
ー
ド
】
木
版
画
摺
師
昭
和

桑

山

童

奈

こ
の
よ
う
な
資
料
の
寄
贈
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、
寄
贈
者
で
あ
る
正
夫
氏
の

子
息
の
佐
藤
四
郎
氏
と
律
三
氏
に
伺
っ
た
話
か
ら
「
正
文
堂
」
の
仕
事
を
概
観
す

ブ
（
》
○

当
館
は
平
成
十
八
年
、
木
版
画
摺
師
業
を
営
ん
で
い
た
一
家
か
ら
資
料
を
譲
り

受
け
た
。
「
正
文
堂
」
は
横
浜
市
南
区
浦
舟
町
で
故
佐
藤
正
夫
氏
と
そ
の
一
家
に

よ
っ
て
営
ま
れ
た
摺
師
業
の
屋
号
で
あ
る
。

頂
い
た
も
の
は
摺
り
上
げ
た
懸
紙
、
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
、
団
扇
絵
、
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
、
千
社
札
な
ど
の
紙
製
品
に
そ
れ
ら
を
貼
り
込
ん
だ
見
本
帳
、
使
用
さ
れ

た
版
木
と
、
刷
毛
、
馬
連
、
乳
鉢
な
ど
の
道
具
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
日

常
生
活
で
使
用
さ
れ
て
い
た
紙
製
品
を
生
産
す
る
木
版
摺
師
業
の
末
期
の
様
相

と
、
横
浜
と
い
う
土
地
な
ら
で
は
の
特
色
を
見
い
だ
せ
る
。

は

一
枚
の
馬
連
を
懐
中
に
し
て
飛
び
出
せ
ば
、
何
処
へ
往
っ
て
も
、
食
ふ
に
困

ら
な
い
と
い
ふ
、
腕
一
本
の
職
業
で
あ
る
、
そ
れ
に
、
気
立
て
が
、
江
戸
シ
子

風
に
出
来
て
居
て
、
貯
蓄
で
も
作
れ
ば
、
人
間
の
出
来
損
ね
の
よ
う
に
思
っ
て

（

１

）

居
る
社
会
で
あ
る

錦
絵
の
彫
と
摺
の
仕
事
に
つ
い
て
あ
ら
わ
し
た
石
井
研
堂
に
よ
れ
ば
、
摺
師
と

は
じ
め
に

｜
、
「
正
文
堂
」
と
は
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と
い
う
。
ま
た
、
後
で
ふ
れ
る
摺
師
高
木
省
治
氏
が
回
顧
す
る
職
人
の
姿
も
同
様

で
あ
る
。
両
者
の
記
述
か
ら
は
、
腕
自
慢
の
職
人
気
質
の
男
が
馬
連
を
手
に
渡
り

歩
く
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
横
浜
に
根
を
お
ろ
し
た
正
文
堂

の
仕
事
に
は
、
横
浜
ゆ
か
り
の
も
の
が
多
く
見
い
だ
せ
る
。

正
文
堂
は
佐
藤
正
夫
氏
（
明
治
三
十
四
年
・
一
九
○
一
～
昭
和
五
十
七
年
．

と

も

一
九
八
二
）
、
長
男
律
三
氏
（
昭
和
三
年
・
一
九
二
八
～
）
お
よ
び
三
男
委
氏
が

横
浜
市
南
区
浦
舟
町
で
営
ん
で
い
た
木
版
印
刷
業
で
あ
る
。
律
三
氏
の
高
齢
化
に

よ
り
約
二
十
年
前
に
廃
業
し
た
。

ま
ず
、
正
文
堂
の
概
略
に
つ
い
て
、
伺
っ
た
お
話
と
正
夫
氏
が
取
材
を
受
け
た

（

２

）

「
市
民
グ
ラ
フ
ョ
コ
ハ
こ
の
記
事
を
参
考
に
紹
介
す
る
。

佐
藤
正
夫
氏
は
明
治
三
十
四
年
に
生
ま
れ
た
。
元
来
は
「
政
」
夫
で
あ
っ
た
が

姓
名
判
断
に
よ
り
「
正
」
に
改
名
し
た
。
正
文
堂
の
屋
号
は
そ
の
「
政
」
の
字
を

分
解
し
て
名
付
け
た
も
の
と
い
う
。
な
お
、
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
」
で
ま

と
め
ら
れ
た
版
元
の
リ
ス
ト
「
浮
世
絵
版
画
の
版
元
」
に
は
、
幕
末
に
活
動
し
た

せ

い

ぶ

ん

ど

う

ま

さ

き

ち

（

３

）

版
元
で
「
正
文
堂
政
吉
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
四
郎
氏
に
よ
れ
ば
そ
れ
と
は

関
連
は
な
い
と
い
う
。

正
夫
氏
は
十
二
才
の
時
、
横
浜
で
石
井
廉
と
い
う
摺
師
の
親
方
の
元
で
修
行
を

は
じ
め
た
、
と
い
う
。
十
九
才
で
年
季
を
あ
げ
て
東
京
へ
出
る
が
、
翌
年
か
ら
九

年
間
は
京
都
で
仕
事
を
し
、
そ
の
後
、
横
浜
に
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
横
浜
で
の

正
確
な
開
業
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
資
料
の
な
か
に
は
、
明
ら
か
に
第
二
次
世

界
大
戦
期
の
も
の
と
わ
か
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
な
お
、
横
浜
は
昭
和
二
十

年
二
九
四
五
）
五
月
二
十
九
日
に
空
襲
を
受
け
、
浦
舟
町
に
近
い
真
金
町
も
被

害
が
大
き
か
っ
た
が
、
正
文
堂
の
あ
る
浦
舟
町
の
一
角
は
被
災
を
免
れ
て
い
る
。

ま
た
、
横
浜
市
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
横
浜
市
内
の
電
話
帳
を
調
べ
た
と
こ
ろ

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
の
も
の
か
ら
「
佐
藤
正
文
堂
」
の
名
で
登
録
が
見
ら

（

４

）

れ
る
。

絵
師
と
異
な
り
画
面
上
に
そ
の
名
が
残
る
こ
と
の
殆
ど
な
い
、
彫
師
と
摺
師
と

い
う
木
版
画
職
人
の
動
向
に
つ
い
て
、
知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
は
少
な
い
。
そ

の
一
つ
に
長
谷
錬
平
氏
が
江
戸
以
降
、
特
に
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
こ
ろ
を
頂

点
と
し
て
、
東
京
と
横
浜
、
静
岡
な
ど
近
県
で
仕
事
を
し
た
彫
師
と
摺
師
職
人
を

詳
細
に
調
査
し
て
ま
と
め
た
「
関
東
彫
師
、
摺
師
名
録
及
び
諸
派
系
図
」
が
あ

（
５
）る

。
こ
の
資
料
は
人
名
を
姓
の
五
十
音
順
に
並
べ
た
「
一
覧
」
と
「
系
譜
」
の
二

つ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
「
系
譜
」
に
石
井
廉
氏
、
正
夫
氏
、
律
三
氏
、
三
男

は

ま

ん

ど

の
委
氏
の
名
前
は
、
「
浜
人
系
」
と
い
う
流
れ
に
属
す
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
こ
の
「
系
譜
」
の
表
記
に
は
理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
正
夫

氏
の
師
は
石
井
廉
氏
な
の
か
、
塩
田
米
吉
氏
な
の
か
判
断
し
が
た
い
た
め
、
「
系

譜
」
の
紹
介
は
控
え
る
。

こ
の
資
料
に
は
職
人
の
名
前
だ
け
で
は
な
く
、
徒
名
や
没
年
、
師
、
居
住
地
、

年
齢
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
年
齢
は
刊
行
当
時
を
基
準
と
し
た
ら
し
く
、
正
夫
氏
、

律
三
氏
、
委
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
六
十
二
、
三
十
四
、
二
十
七
才
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
系
図
に
よ
れ
ば
「
浜
人
系
」
は
横
浜
住
人
で
あ
る
某
を
祖
と
す
る
流
れ
で
あ
り
、

「
浜
人
」
と
い
う
言
葉
も
横
浜
を
中
心
と
し
て
広
が
っ
た
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
。

長
谷
氏
は
の
ち
の
昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
に
「
伝
統
木
版
画
技
芸
者
故
名

（

６

）

録
』
も
公
刊
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
に
は
師
の
石
井
廉
氏
は
紹
介
さ
れ
る

も
の
の
、
正
文
堂
一
家
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
昭
和
の
木
版
画
業
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
う
一
つ
の
資
料
に
、
摺
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師
で
東
京
木
版
画
工
芸
組
合
相
談
役
で
あ
っ
た
高
木
省
治
氏
が
、
摺
師
を
中
心
に

昭
和
初
期
に
活
動
し
た
木
版
画
関
連
の
人
々
を
記
録
し
た
「
昭
和
初
期
の
木
版
摺

（

７

）

業
界
」
が
あ
り
、
こ
ち
ら
に
も
正
夫
氏
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
系
図

で
は
石
井
廉
氏
か
ら
は
じ
ま
る
静
岡
系
に
、
石
井
の
弟
子
と
し
て
正
夫
氏
ほ
か
二

名
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
版
１
）
・
正
夫
氏
の
こ
ど
も
た
ち
は
記
載
が
な
い
。

そ
し
て
、
人
物
を
一
人
ず
つ
紹
介
す
る
項
に
は
正
夫
氏
の
項
目
は
挙
げ
ら
れ
て

い
な
い
が
、
石
井
廉
氏
の
弟
子
と
し
て
同
様
に
系
図
に
名
が
あ
る
「
大
村
石
之
助
」

の
項
の
最
後
に
、
「
同
門
に
横
浜
の
佐
藤
正
夫
が
い
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が

（

８

）

正
夫
氏
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
の
項
で
は
「
大
村

石
之
助
」
は
「
海
岸
系
~
（
横
浜
の
意
こ
の
人
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
統
一
が
と

れ
て
い
な
い
。

こ
の
二
つ
の
摺
師
系
図
を
石
井
廉
氏
中
心
に
照
合
す
る
と
、
前
述
の
長
谷
氏
の

系
譜
に
は
大
き
く
「
浜
人
系
」
と
あ
り
そ
の
下
に
「
石
山
（
井
の
誤
植
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
こ
「
浜
兼
」
「
関
山
」
の
連
な
り
が
あ
る
が
、
高
木
氏
の
回
顧
で
は
「
浜

兼
系
」
「
静
岡
系
」
「
浜
人
系
」
と
独
立
し
た
三
つ
の
流
れ
で
、
石
井
廉
氏
は
「
静

岡
系
」
と
紹
介
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
木
氏
の
「
浜
人
系
」
の
元
で
あ
る
「
大
木
金

五
郎
」
の
名
は
、
長
谷
氏
の
「
関
東
彫
師
、
摺
師
名
録
及
び
諸
派
系
図
」
の
「
浜

人
系
」
に
は
見
ら
れ
な
い
な
ど
、
両
者
の
情
報
整
理
に
は
か
み
合
わ
な
い
点
が
あ

る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
稿
の
中
に
も
記
述
の
齪
嬬
が
散
見
さ
れ
る
。
長
谷
氏
、

高
木
氏
の
稿
は
と
も
に
、
公
式
な
文
書
な
ど
な
い
状
況
下
に
お
い
て
各
人
の
記
憶

を
元
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
遺
漏
や
認
識
の
違
い
も
あ
る
も
の
と
考
え
た
い
。

広
く
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
佐
藤
家
に
は
昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八
二
）
四
月
に
発
行
さ
れ
た
「
東
京
木
版
画
工
芸
組
合
員
名
簿
附
規
約
」

が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
彫
師
や
摺
師
な
ど
関
係
者
の
氏
名
、
住
所
が
記
載

さ
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
律
三
氏
の
名
が
見
え
る
。
ち
な
み
に
こ
の
名
簿
に
は
神
奈

川
県
在
住
者
は
律
三
氏
の
ほ
か
に
唯
一
人
で
あ
る
。
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

に
刊
行
さ
れ
た
長
谷
氏
の
記
事
で
は
神
奈
川
県
内
に
数
人
の
摺
師
が
活
動
し
て
い

る
。
こ
の
間
に
職
人
た
ち
の
高
齢
化
、
後
継
者
な
し
、
廃
業
と
い
う
状
況
が
進
ん

だ
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
正
夫
氏
、
律
三
氏
に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
を
紹
介
す
る
。

父
、
正
夫
氏
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
に
専
門
技
術
を
も
っ
て
産
業
経
済

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
横
浜
市
か
ら
表
彰
さ
れ
、
翌
五
十
一
年
は
東
京
木
版
画
工

芸
組
合
か
ら
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
た
こ
と
、
喜
寿
を
迎
え
た
こ
と
を
顕
彰
さ
れ

て
い
る
。

律
三
氏
も
伝
統
的
な
木
版
画
の
技
術
者
と
し
て
新
聞
に
取
材
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
佐
藤
家
に
残
さ
れ
て
い
た
朝
日
新
聞
横
浜
東
部
版
「
横
浜
有
情
」
と
い
う
コ

ラ
ム
は
、
日
付
の
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
が
律
三
氏
の
年
齢
（
五
十
一
才
）
か
ら

判
断
し
て
、
お
そ
ら
く
昭
和
五
十
四
、
五
年
（
一
九
七
○
、
七
二
の
一
月
の
も
の

で
あ
る
。
連
載
の
第
二
回
目
で
「
浮
世
絵
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
記
事
で
は
、
父
正

夫
氏
は
「
一
線
か
ら
退
き
」
、
律
三
氏
は
挿
絵
画
家
と
し
て
知
ら
れ
た
志
村
立
美

氏
（
明
治
四
十
年
．
一
九
○
七
～
昭
和
五
十
五
年
．
一
九
八
○
）
の
美
人
画
の
摺

を
請
け
負
っ
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
る
。

さ
ら
に
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
五
月
十
四
日
に
、
律
三
氏
は
早
稲
田
大

学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
に
お
け
る
春
の
演
劇
講
座
で
「
浮
世
絵
木
版
ｌ
伝

（

９

）

統
の
刷
」
と
い
う
演
題
で
摺
り
の
実
演
を
行
っ
た
。
同
館
『
館
報
」
の
事
前
告
知

記
事
で
は
、
「
現
代
作
家
の
木
版
も
手
が
け
ら
れ
て
い
る
方
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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前
述
し
た
よ
う
に
石
井
廉
と
い
う
親
方
に
つ
い
て
横
浜
で
修
行
を
は
じ
め
た
正

夫
氏
は
、
十
九
才
で
年
季
を
あ
げ
て
東
京
へ
出
る
が
、
翌
年
か
ら
九
年
間
は
京
都

で
仕
事
を
し
、
そ
の
後
に
横
浜
へ
戻
っ
て
き
た
と
い
う
。
長
年
に
わ
た
る
そ
の
仕

事
に
は
、
横
浜
と
い
う
土
地
柄
を
示
す
も
の
が
見
い
だ
せ
る
。

正
文
堂
が
仕
事
を
し
て
い
た
横
浜
市
南
区
浦
舟
町
（
図
版
２
）
は
、
関
内
駅
か

ら
直
線
距
離
で
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
横
浜
橋
商
店
街
や
伊

勢
佐
木
町
の
商
店
街
（
イ
セ
ザ
キ
モ
ー
ル
）
と
い
う
大
き
な
商
店
街
に
ご
く
近
い
。

ま
た
関
内
駅
や
、
桜
木
町
駅
が
最
寄
り
の
野
毛
地
域
の
飲
食
店
街
に
も
近
い
。
つ

ま
り
、
横
浜
の
中
心
地
に
近
い
地
域
で
営
業
し
て
い
た
。

（

叩

）

こ
の
南
区
は
現
在
の
横
浜
市
内
で
も
繊
維
、
小
規
模
経
営
の
印
刷
業
が
多
い
地

域
で
あ
る
と
い
う
。
携
わ
る
人
が
多
い
理
由
は
、
繊
維
産
業
で
は
輸
出
用
や
お
土

産
用
に
人
気
の
ス
カ
ー
フ
な
ど
の
捺
染
に
大
岡
川
の
水
を
利
用
し
た
こ
と
、
印
刷

業
で
は
横
浜
の
繁
華
街
に
近
い
た
め
に
仕
事
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
か
つ
て
紙
製
品
も
ス
カ
ー
フ
も
木
版
で
同
じ
職
人
が
摺
っ

（

ｕ

）

て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

絹
製
品
へ
の
木
版
に
よ
る
捺
染
加
工
を
「
木
版
更
紗
」
と
い
い
、
昭
和
初
期
を

全
盛
期
と
し
て
二
十
五
年
（
一
九
五
○
）
~
前
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
。
正

文
堂
も
ス
カ
ー
フ
の
摺
も
行
っ
て
い
た
時
期
が
あ
る
。
佐
藤
家
に
は
ス
カ
ー
フ

の
た
め
の
道
具
類
は
な
か
っ
た
が
、
横
浜
輸
出
木
版
更
紗
同
業
組
合
に
よ
る
昭
和

十
四
年
付
け
の
賃
上
げ
要
求
の
書
類
（
図
版
３
）
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
組
合

の
代
表
と
し
て
、
正
夫
氏
の
師
で
あ
っ
た
石
井
廉
氏
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
組
合

二
、
正
文
堂
の
仕
事

に
つ
い
て
は
調
べ
て
い
な
い
が
、
こ
の
書
類
が
残
っ
て
い
た
こ
と
は
、
正
文
堂
の

ス
カ
ー
フ
捺
染
業
へ
の
関
与
を
証
す
る
で
あ
ろ
う
。

正
文
堂
が
紙
製
品
で
だ
け
で
は
な
く
捺
染
も
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
前
出
の
高

木
省
治
氏
に
よ
る
懐
古
と
も
一
致
す
る
。

ま
た
、
註
ｕ
に
も
あ
げ
た
「
横
浜
ス
カ
ー
フ
ー
木
版
更
紗
か
ら
現
代
ま
で
ｌ
」

は
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
当
時
に
横
浜
市
内
に
木
版
摺
師
が
三
十
～
四
十
人
、

彫
師
も
七
～
八
人
い
て
、
多
く
は
ハ
ン
カ
チ
（
ス
カ
ー
フ
と
同
義
）
を
つ
く
る
人

で
あ
っ
た
、
と
い
う
律
三
氏
の
記
憶
を
伝
え
て
い
る
。
正
文
堂
が
ス
カ
ー
フ
な
ど

絹
織
物
の
摺
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
横
浜
、
そ
れ
も
浦
舟
町
と
い
う
横
浜
の
中

心
に
隣
接
し
て
い
る
土
地
の
か
つ
て
の
印
刷
業
の
あ
り
さ
ま
を
物
語
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
大
部
分
で
あ
っ
た
紙
製
品
の
仕
事
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

図
版
４
は
正
文
堂
の
宣
伝
用
の
団
扇
絵
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
営
業
品
目
と
し
て

「
浮
世
絵
、
Ｘ
マ
ス
カ
ー
ド
、
高
級
ペ
ー
パ
ー
、
掛
紙
、
案
内
状
、
他
木
版
摺
一
式
」

昔
か
ら
木
版
摺
業
界
で
は
ニ
ッ
パ
チ
と
言
っ
て
、
二
月
と
八
月
は
比
較
的
に

（

マ

マ

）

仕
事
の
少
い
月
で
、
手
の
あ
い
て
い
る
摺
師
は
京
都
や
横
浜
へ
出
稼
に
行
っ
た

も
の
で
す
。
京
都
の
仕
事
は
二
月
頃
か
ら
扇
面
地
紙
の
摺
が
あ
り
、
大
体
祗
園

祭
の
頃
に
は
終
る
も
の
で
し
た
。
横
浜
の
場
合
は
、
輸
出
用
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
を

木
版
摺
で
や
っ
て
居
ま
し
た
が
、
絹
地
に
紙
で
裏
打
ち
を
し
た
も
の
を
摺
る
の

で
針
金
バ
レ
ン
を
使
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
体
力
の
な
い
者
に
は
む
か
な
い
、

（

咽

）

ほ
れ
の
お
れ
る
仕
事
と
聞
か
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
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「
古
代
錦
絵
」
「
現
代
版
画
」
と
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
「
高
級
ペ
ー
パ
ー
」

が
具
体
的
に
何
を
示
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
資
料
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
マ
ッ
チ

ラ
ベ
ル
、
団
扇
絵
、
千
社
札
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
宣
伝
文
句
と
残
っ
て
い
る
資
料
、
伺
っ
た
話
か
ら
判
断
す
る
と
、
正
文
堂

の
仕
事
の
仕
方
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
正
文
堂
が
請

け
負
い
、
生
産
全
体
を
と
り
ま
と
め
て
納
品
す
る
も
の
と
、
摺
の
み
を
請
け
負
う

も
の
で
あ
る
。
見
本
、
製
品
の
余
り
、
版
木
が
残
っ
て
い
る
も
の
は
正
文
堂
が
受

注
し
、
納
品
す
る
製
品
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
版
木
の
製
作
は
彫
師
に
依
頼
し
て

い
た
。
ま
た
、
懸
紙
な
ど
の
絵
を
正
夫
氏
が
描
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
版
木

な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
家
族
の
記
憶
に
あ
る
仕
事
は
、
摺
の
委
託
だ
け
う
け

た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
。
資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
詳
し
い
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
が
、
他
の
資
本
に
よ
る
浮
世
絵
版
画
の
復
刻
版
作
成
や
現
代
版
画
の
た

め
に
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
前
項
で
律
三
氏
が
志
村
立
美
氏
の
版

画
の
摺
を
し
て
い
る
と
い
う
新
聞
記
事
を
紹
介
し
た
が
、
そ
れ
は
悠
々
洞
（
東
京
）

と
い
う
資
本
の
仕
事
で
あ
り
、
同
社
か
ら
は
浮
世
絵
版
画
の
復
刻
版
も
請
け
負
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

先
に
、
摺
の
職
人
は
仕
事
を
求
め
て
移
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
石
井

研
堂
氏
の
記
述
を
引
用
し
た
が
、
根
を
下
ろ
し
た
正
文
堂
は
渡
り
歩
く
職
人
も
受

け
入
れ
る
立
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
宣
伝
団
扇
絵
に
あ
る
電
話
番
号
は
、
横
浜
市
内
の
電
話
帳
と
照
合
し
た
と

こ
ろ
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
頃
に
正
文
堂
で
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
他
の
製
品
に
見
ら
れ
る
商
標
で
も
市
内
局
番
が
一
桁
の
も
の
が
大
部
分
で

あ
る
。
浦
舟
町
は
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
○
）
頃
に
市
内
局
番
が
二
桁
と
な
り
、

私
は
浮
世
絵
版
画
に
つ
い
て
勉
強
を
し
て
き
た
が
、
木
版
画
の
版
木
を
手
に
取

り
、
眺
め
た
の
は
こ
の
正
文
堂
の
も
の
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
彫
は
意
外
に
浅

い
も
の
で
あ
っ
た
。
多
く
の
版
木
は
両
面
と
も
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
画
面
の
ご

く
一
部
分
に
し
か
使
用
さ
れ
な
い
色
は
、
一
枚
で
二
色
分
彫
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
。
ひ
と
組
の
版
木
の
数
が
多
い
も
の
は
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
な
ど
「
絵
」
の

要
素
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
浮
世
絵
版
画
を
模
倣
し
た
よ
う
な
カ
ー
ド
で
は
、
墨

の
色
だ
け
で
も
濃
淡
を
違
え
た
複
数
の
版
木
が
あ
り
、
微
妙
な
色
遣
い
を
表
現
す

る
。
版
木
の
少
な
い
も
の
で
は
、
懸
紙
が
二
～
三
枚
程
度
、
纒
番
団
扇
と
呼
ば
れ

横
浜
市
内
の
市
内
局
番
が
す
べ
て
三
桁
と
な
る
の
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

（

咽

）

八
月
か
ら
で
あ
る
の
で
、
仕
事
の
多
く
は
そ
れ
ま
で
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

正
文
堂
が
全
て
を
請
け
負
っ
た
紙
製
品
、
す
な
わ
ち
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
商

店
の
懸
紙
や
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
、
団
扇
絵
、
扇
面
、
千
社
札
、
缶
詰
の
ラ
ベ
ル
な
ど

は
、
お
も
に
日
常
生
活
の
場
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
ク

リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
生
産
も
横
浜
と
い
う
土
地
柄
を
示
す
。
な
ぜ
な
ら
四
郎
氏
の

お
話
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
は
第
二
次
大
戦
後
、
横
浜
に
多
く
や
っ
て
き
た

進
駐
軍
の
軍
人
を
相
手
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
絵
柄
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

あ
る
が
、
浮
世
絵
版
画
を
模
倣
し
た
も
の
も
あ
る
。
図
版
５
は
、
カ
ー
ド
の
見
本

（

Ｍ

）

帳
で
、
図
版
６
は
そ
の
中
に
貼
り
込
ま
れ
た
風
景
画
の
カ
ー
ド
で
あ
る
。
浮
世
絵

版
画
の
様
式
を
模
倣
し
、
「
広
重
」
と
い
う
署
名
も
見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
ク
リ

ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て
、
は
じ
め
て
浮
世
絵
の
世
界
に
触
れ
る
外
国
人
も
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
版
木
か
ら
わ
か
る
そ
の
仕
事
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る
纏
を
描
い
た
団
扇
絵
は
纏
の
墨
色
と
も
う
一
色
程
度
で
、
両
面
あ
る
い
は
二
枚

程
度
で
あ
る
。
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
も
版
木
の
枚
数
は
少
な
い
が
、
ひ
と
組
の
版
木
で

複
数
枚
摺
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。

本
稿
で
は
横
浜
お
よ
び
神
奈
川
県
内
の
商
店
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
と
も
い
え

る
懸
紙
の
版
木
と
摺
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

懸
紙
用
の
版
木
に
は
、
紙
の
大
き
さ
に
あ
わ
せ
た
絵
柄
だ
け
の
も
の
の
ほ
か
に
、

文
字
の
み
の
小
さ
な
版
木
が
大
量
に
あ
っ
た
。
小
さ
な
版
木
は
一
、
贈
答
の
目
的

の
言
葉
（
「
御
歳
暮
」
「
御
中
元
」
）
、
二
、
内
容
物
を
示
す
文
字
（
「
御
菓
子
」
「
鰹

節
」
な
ど
）
、
三
、
商
標
（
店
名
・
住
所
・
電
話
番
号
）
を
あ
ら
わ
し
、
絵
柄
の

版
木
を
組
み
合
わ
せ
て
摺
る
こ
と
で
、
一
枚
の
懸
紙
が
で
き
あ
が
る
。
図
版
７
は

「
寿
」
の
文
字
の
小
版
木
で
あ
る
。
「
寿
」
一
つ
と
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
の

も
の
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
客
は
絵
柄
と
商
品
名
な
ど
を
見
本
か
ら
選
び
、
自
店
の
商
標
を

加
え
る
、
と
い
う
注
文
方
法
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
製
品
を
見
る
と
、

同
じ
絵
柄
で
あ
っ
て
も
、
違
う
商
標
の
入
っ
て
い
る
物
が
見
受
け
ら
れ
た
。
色
と

り
ど
り
の
懸
紙
に
は
、
四
季
折
々
の
花
鳥
や
各
節
句
の
祝
い
事
、
祝
儀
、
不
祝
儀

の
柄
な
ど
、
多
様
な
絵
柄
が
摺
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
人
の
日
常
生
活
の

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
を
彩
っ
た
に
違
い
な
い
。

図
版
８
は
、
懸
紙
を
摺
る
た
め
の
版
木
を
固
定
す
る
器
具
で
あ
る
。
台
は
ベ
ニ

ヤ
で
、
見
当
に
あ
た
る
部
分
の
い
く
つ
か
は
、
何
か
の
空
き
箱
で
あ
る
ボ
ー
ル
紙

で
あ
る
よ
う
に
、
非
常
に
簡
便
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
木
を
固

定
し
て
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
松
葉
の
絵
と
「
御
赤
飯
」

の
小
版
木
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。
労
力
を
節
約
す
る
た
め
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た

道
具
で
あ
ろ
う
。

一
方
で
、
自
店
独
自
の
懸
紙
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
注
文
し
た
商
店
も
い
く
つ
か

あ
る
。
図
版
９
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
創
業
で
現
在
も
中
区
伊
勢
佐
木
町
に

続
く
菓
子
店
「
浜
芯
ま
ん
」
の
「
志
ほ
里
」
で
、
菓
子
の
箱
に
し
の
ば
せ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
上
部
に
横
浜
の
港
を
置
き
、
右
下
に
あ
る
自
店
舗
か
ら
左
下
に
あ

る
伊
勢
山
皇
大
神
宮
と
掃
部
山
、
中
央
に
波
止
場
、
右
上
に
三
溪
園
、
今
は
な
い

杉
田
の
梅
林
な
ど
横
浜
の
観
光
名
所
を
見
渡
す
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
右

に
は
、
「
ハ
マ
」
の
字
を
あ
し
ら
っ
た
横
浜
の
徽
章
を
利
用
し
た
同
店
の
商
標
が

あ
り
、
横
浜
の
商
店
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
。
ほ
か
に
も
浜
志

ま
ん
に
は
独
自
の
デ
ザ
イ
ン
の
懸
紙
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
消
耗
品
ゆ
え
に
、
注
文

し
た
商
店
に
も
今
は
残
っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
商
標
の
小
さ
な
版
木
は
引
き
出
し
や
箱
に
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま

れ
て
い
た
。
全
て
の
整
理
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
正
文
堂
が
横
浜
を
中

心
に
神
奈
川
県
内
の
商
店
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
か
で
も
菓
子

店
の
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら
の
版
木
も
神
奈
川
の
産
業
の
一
側
面
を
語
る
。

（

喝

）

神
奈
川
県
に
は
「
神
奈
川
県
指
定
銘
菓
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
。
菓
子
業
界
の

発
展
と
観
光
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
昭
和
二
十
五
年
第
一
回
指
定
が
行
わ
れ
て
以
降
、
平
成
二
十
年
（
二
○
○
八
）

に
二
十
六
回
を
数
え
て
い
る
。
約
二
年
に
一
度
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、
優
秀
な
成

績
を
お
さ
め
て
指
定
を
受
け
る
資
格
を
得
た
業
者
が
指
定
を
申
請
し
、
県
知
事
が

指
定
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
図
版
皿
は
昭
和
二
十
五
年
の
第
一
回
指
定

を
受
け
た
「
千
代
田
の
栗
最
中
」
（
現
㈲
千
代
田
栗
最
中
本
舗
横
浜
市
西
区
）

の
懸
紙
で
、
「
神
奈
川
県
指
定
銘
菓
」
の
文
字
が
朱
で
鮮
や
か
に
摺
ら
れ
て
い
る
。
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以
上
、
正
文
堂
の
佐
藤
正
夫
氏
と
律
三
氏
の
仕
事
に
つ
い
て
、
律
三
氏
と
四
郎

氏
か
ら
伺
っ
た
話
と
公
刊
さ
れ
た
資
料
、
そ
し
て
頂
い
た
紙
製
品
や
版
木
な
ど
を

概
観
し
て
、
正
文
堂
の
仕
事
の
う
ち
、
特
に
横
浜
、
神
奈
川
県
に
関
連
す
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

残
さ
れ
て
い
た
資
料
の
う
ち
、
大
き
い
版
木
は
殆
ど
古
新
聞
紙
に
く
る
ま
れ
て

い
た
。
そ
れ
ら
の
日
付
に
は
幅
が
あ
る
が
、
多
く
は
昭
和
三
十
～
四
十
年
代
の
も

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
日
付
が
版
木
の
最
終
使
用
日
に
近
い
と
す
る
と
、
進

物
な
ど
の
懸
紙
も
そ
の
頃
ま
で
木
版
画
で
摺
ら
れ
て
い
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
印
刷
さ
れ
た
現
在
の
も
の
と
は
異
な
り
、
厚
み
の
あ
る
紙
に
摺
ら
れ
た
懸
紙

に
は
木
版
画
の
質
感
が
あ
り
、
あ
た
た
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
私
た
ち
は
生
産

効
率
や
安
価
と
引
き
換
え
に
、
身
近
に
あ
っ
た
こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
寳
沢
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
せ
る
。

こ
の
「
神
奈
川
県
指
定
銘
菓
」
と
い
う
文
字
だ
け
の
版
木
も
複
数
あ
っ
た
。
こ
こ

で
詳
細
は
記
さ
な
い
が
、
ほ
か
に
も
指
定
さ
れ
た
菓
子
店
の
商
品
名
や
商
店
名
が

小
版
木
群
に
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
正
文
堂
の
版
木
や
懸
紙
は
神
奈
川
県
指
定

銘
菓
制
度
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
、
有
意
義
な
資
料
で
あ
る
。

懸
紙
の
ほ
か
、
マ
ッ
チ
ラ
ベ
ル
に
は
横
浜
市
内
の
飲
食
店
の
名
が
多
く
見
ら
れ

る
。
団
扇
絵
に
は
纒
の
文
様
の
も
の
が
多
く
、
さ
ら
に
「
鳶
○
○
」
と
注
文
主
の

名
が
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
詳
し
く
見
て
い
け
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
や
時

代
の
特
色
が
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
の
整
理
、
調
査
を
進
め
る
こ
と

が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

お
わ
り
に

百T註
、－〆 、－’ 謝

辞

貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
正
文
堂
の
佐
藤
律
三
氏
、
四
郎
氏
に

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
館
の
学
芸
員
実
習
で
資
料
の
整
理

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
学
生
の
み
な
さ
ま
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

"へ、

5
，－'

〆～、

4
、－〆

／へ

3
、－〆 正

文
堂
に
残
っ
て
い
た
紙
製
品
、
版
木
な
ど
、
殆
ど
は
日
常
生
活
の
た
め
の
も

の
で
あ
る
。
現
在
、
木
版
画
と
い
え
ば
江
戸
期
の
浮
世
絵
版
画
が
思
い
浮
か
び
、

日
本
の
誇
る
芸
術
作
品
と
そ
の
技
術
と
い
う
印
象
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、

か
つ
て
は
日
常
生
活
品
も
当
然
、
木
版
画
で
摺
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
消
耗
品
ゆ
え
に
失
わ
れ
、
現
在
残
っ
て
い
る
も
の
は
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

今
後
は
資
料
の
整
理
を
進
め
、
昭
和
の
横
浜
に
お
け
る
木
版
画
摺
師
業
に
つ
い

て
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

石
井
研
堂
『
錦
絵
の
彫
と
摺
』
芸
艸
堂
、
平
成
六
年
（
昭
和
四
年
刊
初
版
）
、
一
二
四
頁
。

「
ハ
マ
ッ
コ
の
歌
」
「
市
民
グ
ラ
フ
ョ
コ
ハ
こ
第
五
号
、
昭
和
四
十
七
年
、

四
十
四
～
五
頁
。
な
お
、
文
中
の
年
齢
が
満
年
齢
で
あ
る
か
、
か
ぞ
え
ど
し
で
あ
る

か
は
不
明
で
あ
る

『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
第
三
巻
様
式
・
彫
摺
・
版
元
」
大
修
館
書
店
、
昭
和

五
十
七
年
、
一
三
九
頁
。

『
横
浜
川
崎
電
話
番
号
簿
昭
和
三
十
二
年
六
月
一
日
現
在
』
関
東
電
気
通
信
局
、
昭

和
三
十
二
年
。
以
下
、
横
浜
市
内
の
電
話
番
号
に
つ
い
て
は
横
浜
市
中
央
図
書
館
資

料
課
「
横
浜
市
中
央
図
書
館
所
蔵
横
浜
市
電
話
帳
目
録
」
横
浜
市
中
央
図
書
館
、
平

成
二
十
一
年
、
を
手
が
か
り
に
、
調
査
し
た
。

鈴
木
重
三
編
「
日
本
版
画
美
術
全
集
別
巻
日
本
版
画
便
覧
」
講
談
社
、
昭
和
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（
９
）
早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
「
館
報
」
五
十
五
号
、
昭
和
六
十
一
年
四

月
十
日
発
行
。
耳
巳
二
胃
国
且
牌
①
ｇ
烏
Ｐ
言
画
の
①
§
四
。
言
涛
ｇ
ｇ
ご
囲
む
＆

（
皿
）
南
区
制
帥
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
「
南
区
制
即
周
年
記
念
誌
南
．
ひ
と
．
街
・

こ
こ
ろ
』
南
区
制
馳
周
年
記
念
誌
刊
行
委
員
会
、
平
成
六
年
、
一
四
七
～
五
○
頁
参
照
。

（
Ⅱ
）
以
下
、
ス
カ
ー
フ
の
生
産
に
つ
い
て
は
「
横
浜
ス
カ
ー
フ
ー
木
版
更
紗
か
ら
現
代

ま
で
ｌ
」
横
浜
市
勤
労
福
祉
財
団
、
平
成
元
年
を
参
考
に
し
た
。

（
吃
）
前
掲
註
７
「
昭
和
初
期
の
木
版
摺
業
界
」
上
、
十
一
頁
。

（
過
）
横
浜
市
中
央
図
書
館
は
昭
和
三
十
五
年
の
電
話
番
号
簿
を
所
蔵
し
て
い
な
い
が
、

三
十
四
、
三
十
六
年
の
も
の
か
ら
三
十
五
年
頃
変
更
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

で
き
る
。
三
桁
化
に
つ
い
て
は
「
横
浜
市
別
音
別
電
話
番
号
簿
昭
和
妃
年
８
月
加

日
現
在
』
日
本
電
信
電
話
公
社
、
昭
和
四
十
二
年
、
を
参
照
。

、
）
表
紙
に
「
中
区
浦
舟
町
」
と
所
在
地
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
浦
舟
町
は
昭
和
十
八
年

（
一
九
四
三
）
に
南
区
が
新
設
さ
れ
る
ま
で
、
中
区
で
あ
っ
た
。
『
横
浜
の
町
名
」
横

浜
市
民
局
総
務
部
住
居
表
示
課
、
平
成
八
年
。

（
賜
）
神
奈
川
県
銘
菓
共
励
会
耳
日
受
君
君
君
片
目
四
隠
言
四
六
９
百
Ｐ
Ｃ
且
頁
日
①
涛
更
お
よ

び
神
奈
川
県
四
回
記
者
発
表
資
料
、
平
成
二
十
年
（
二
○
○
八
）
三
月
十
三
日
。

（
８
）

（
９
）

三

十

七

年

、

七

Ｌ

（
６
）
京
都
版
画
院
刊
。

（
７
）
上
、
中
、
下
意

上
、
中
、
下
「
浮

七
十

一
〕
ヰ
ロ
ミ
言
夛
ン
景
頁
風
穴
閏
届
ぬ
ｍ
言
い
言
、
頁
①
胡
ら
ぢ
望
呂
迎
冒
●
①
誤
胃
昌
一

た
だ
い
た
。

前
掲
註
７

世
絵
芸
術
」
六
十
五
、
八
、
七
十
号
、
昭
和
五
十
五
、
六
年
。
な
お
、

こ
の
論
考
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
ア
ダ
チ
版
画
研
究
所
の
松
崎
未
来
氏
に
ご
教
示
い

「
昭
和
初
期
の
木
版
摺
業
界
」
上
、
二
十
二
頁
。

一
～
一
○
○
頁
。

静
岡
系

高
木
省
治
「
昭
和
初
期
の
木
版
摺
業
界
上
」
『
浮
世
絵
芸
術
』
第
六
十
五
号

よ
り
引
用
、
省
略
。

石

井

廉

｜
’I

大
村
石
之
助

細
井
易
太
郎
Ｉ
（
以
下
略
）

佐

藤

正

夫

図版1 摺師系譜（石井廉一佐藤正夫関連）
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図版6 カード見本正文堂版画見本帳のうち

図版8懸紙用版木固定台
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図版9
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図版10懸紙「横浜名物千代田乃栗最中」
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